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平成 25 年 ７ 月 ３ 日（水曜日）

号　　　　　　　　　　外

（第　 ５５ 　号）

　　　　条　　　例
○一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条
　例 （人　事　課）　１
○石川県の事務処理の特例に関する条例の一部を改正す
　る条例 （行政経営課）　１

○石川県手数料条例の一部を改正する条例 （財　政　課）　２
○石川県税条例の一部を改正する条例 （税　務　課）　２
○半島振興対策実施地域における県税の課税の特例に関
　する条例等の一部を改正する条例 （　　同　　）　６

　 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 平 成 二 十 五 年 七 月 三 日

 石 川 県 知 事 　 　 谷 　 　 本 　 　 正 　 　 憲 　

石 川 県 条 例 第 三 十 号

　 　 　 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 石 川 県 条 例 第 三 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 第 一 項 中 「 武 力 攻 撃 災 害 等 派 遣 手 当 」 の 下 に 「 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 緊 急 事 態 派 遣 手 当 」 を 加 え る 。

　 第 二 十 二 条 の 五 の 二 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 緊 急 事 態 派 遣 手 当 ）

第 二 十 二 条 の 五 の 三 　 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 緊 急 事 態 派 遣 手 当 は 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対 策 特 別 措 置 法 （ 平 成

二 十 四 年 法 律 第 三 十 一 号 ） 第 四 十 三 条 又 は 他 の 法 律 の 規 定 に よ り 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 緊 急 事 態 措 置 の 実 施 の た め

派 遣 さ れ た 職 員 で 住 所 又 は 居 所 を 離 れ た 石 川 県 の 地 域 内 に 滞 在 す る こ と を 要 す る も の に 支 給 す る 。

２ 　 第 二 十 二 条 の 五 第 二 項 の 規 定 は 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 緊 急 事 態 派 遣 手 当 に つ い て 準 用 す る 。

　 第 二 十 三 条 中 「 及 び 武 力 攻 撃 災 害 等 派 遣 手 当 」 を 「 、 武 力 攻 撃 災 害 等 派 遣 手 当 及 び 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 緊 急 事 態

派 遣 手 当 」 に 改 め る 。

　 別 表 第 六 中 「

､ 第22条の５の２ 」 を 「 ―第22条の５の３ 」 に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 石 川 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 平 成 二 十 五 年 七 月 三 日

 石 川 県 知 事 　 　 谷 　 　 本 　 　 正 　 　 憲 　

石 川 県 条 例 第 三 十 一 号

　 　 　 石 川 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 石 川 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 石 川 県 条 例 第 三 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 の 表 十 九 の 項 イ 中 「 動 物 取 扱 業 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 」 に 改 め 、 同 項 ハ 中 「 第 十 四 条 第 三 項 」 を 「 第 十 四

条 第 四 項 」 に 、 「 動 物 取 扱 業 者 登 録 簿 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 者 登 録 簿 」 に 改 め 、 同 項 ニ か ら ヘ ま で の 規 定 中 「 第

十 四 条 第 三 項 」 を 「 第 十 四 条 第 四 項 」 に 改 め 、 同 項 チ 中 「 又 は 飼 養 施 設 の 設 置 」 を 「 、 飼 養 施 設 の 設 置 又 は 犬 猫 等 販

売 業 」 に 改 め 、 同 項 中 キ を ス と し 、 サ を セ と し 、 同 項 ア 中 「 第 十 八 条 第 四 項 」 を 「 第 十 八 条 第 五 項 」 に 改 め 、 同 項 ア

を 同 項 モ と し 、 同 項 テ 中 「 第 十 八 条 第 四 項 」 を 「 第 十 八 条 第 五 項 」 に 改 め 、 同 項 テ を 同 項 ヒ と し 、 同 項 エ 中 「 第 十 八

条 第 四 項 」 を 「 第 十 八 条 第 五 項 」 に 改 め 、 同 項 エ を 同 項 ヱ と し 、 同 項 コ 中 「 第 十 八 条 第 四 項 」 を 「 第 十 八 条 第 五 項 」

目　　　　　　　　　　　次

条　　　　　　　　例



2 平成 25年７月３日（水曜日） 号　　　　　外石　川　県　公　報
に 改 め 、 同 項 中 コ を シ と し 、 フ を ミ と し 、 ミ の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

　 　 メ 　 省 令 第 十 条 の 六 第 三 項 の 規 定 に よ る 書 類 の 提 出 の 要 求

　 第 二 条 の 表 十 九 の 項 ケ 中 「 （ 省 令 第 四 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 を 削 り 、 同 項 ケ を 同 項 ユ と し 、 同

項 マ 中 「 （ 省 令 第 四 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 を 削 り 、 同 項 マ を 同 項 キ と し 、 同 項 ヤ 中 「 （ 省 令 第 四 条

第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 を 削 り 、 同 項 中 ヤ を サ と し 、 ク を ア と し 、 ア の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

　 　 テ 　 法 第 四 十 一 条 の 二 の 規 定 に よ る 動 物 虐 待 等 の 発 見 の 通 報 の 受 理

　 第 二 条 の 表 十 九 の 項 中 オ を エ と し 、 ノ を コ と し 、 ヰ を フ と し 、 ウ を ケ と し 、 ム を マ と し 、 ラ を ヤ と し 、 ナ を ク と し 、

ネ を オ と し 、 オ の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

　 　 ノ 　 法 第 二 十 五 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 措 置 の 命 令 又 は 勧 告

　 第 二 条 の 表 十 九 の 項 中 ツ を ヰ と し 、 ソ を ウ と し 、 ウ の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

　 　 ナ 　 法 第 二 十 四 条 の 二 の 規 定 に よ る 第 二 種 動 物 取 扱 業 の 届 出 の 受 理

　 　 ラ 　 法 第 二 十 四 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ る 変 更 の 届 出 の 受 理

　 　 ム 　 法 第 二 十 四 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ る 変 更 等 の 届 出 の 受 理

　 第 二 条 の 表 十 九 の 項 レ 中 「 第 二 十 四 条 第 一 項 」 の 下 に 「 （ 法 第 二 十 四 条 の 四 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 を 加

え 、 同 項 レ を 同 項 ネ と し 、 同 項 タ 中 「 第 二 十 三 条 第 三 項 」 の 下 に 「 （ 法 第 二 十 四 条 の 四 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」

を 加 え 、 同 項 中 タ を ツ と し 、 ヨ を ソ と し 、 同 項 カ 中 「 第 二 十 三 条 第 一 項 」 の 下 に 「 （ 法 第 二 十 四 条 の 四 に お い て 準 用

す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 中 カ を レ と し 、 レ の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

　 　 ヨ 　 法 第 二 十 二 条 の 六 第 二 項 の 規 定 に よ る 犬 猫 等 の 所 有 状 況 の 届 出 の 受 理

　 　 タ 　 法 第 二 十 二 条 の 六 第 三 項 の 規 定 に よ る 犬 猫 等 の 検 案 書 又 は 死 亡 診 断 書 の 提 出 の 命 令

　 第 二 条 の 表 十 九 の 項 中 ワ を カ と し 、 ヲ を ワ と し 、 同 項 ル 中 「 第 十 六 条 第 一 項 」 の 下 に 「 （ 法 第 二 十 四 条 の 四 に お い

て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 中 ル を ヲ と し 、 ヌ を ル と し 、 リ の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

　 　 ヌ 　 法 第 十 四 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 犬 猫 等 販 売 業 の 廃 止 の 届 出 の 受 理

　 　 　 附 　 則

　 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 五 年 九 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 石 川 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 平 成 二 十 五 年 七 月 三 日

 石 川 県 知 事 　 　 谷 　 　 本 　 　 正 　 　 憲 　

石 川 県 条 例 第 三 十 二 号

　 　 　 石 川 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 石 川 県 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 石 川 県 条 例 第 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 別 表 五 十 一 の 項 中 「 養 ほ う 振 興 法 」 を 「 養 蜂 振 興 法 」 に 、「 み つ ば ち 」 を 「 蜜 蜂 」 に 、「 ほ う 群 数 」 を 「 蜂 群 数 」 に 改 め る 。

　 別 表 五 十 六 の 項 中 「 臨 床 検 査 技 師 、 衛 生 検 査 技 師 等 に 関 す る 法 律 」 を 「 臨 床 検 査 技 師 等 に 関 す る 法 律 」 に 改 め る 。

　 別 表 七 十 五 の 二 の 項 １ 中 「 動 物 取 扱 業 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 」 に 、 「 動 物 取 扱 業 登 録 申 請 手 数 料 」 を 「 第 一 種 動

物 取 扱 業 登 録 申 請 手 数 料 」 に 改 め 、 同 項 ２ 中 「 動 物 取 扱 業 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 」 に 、 「 動 物 取 扱 業 登 録 更 新 申 請

手 数 料 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 登 録 更 新 申 請 手 数 料 」 に 改 め 、 同 項 ６ 中 「 第 三 十 五 条 第 一 項 」 を 「 第 三 十 五 条 第 一 項

本 文 」 に 、 「 ね こ 」 を 「 猫 」 に 、 「 ね こ の 引 取 り 手 数 料 」 を 「 猫 の 引 取 手 数 料 」 に 改 め 、 同 項 ７ 中 「 動 物 取 扱 業 登 録 証

再 交 付 手 数 料 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 登 録 証 再 交 付 手 数 料 」 に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 七 十 五 の 二 の 項 の 改 正 規 定 は 、 平 成 二 十 五 年 九 月 一 日 か ら 施 行

す る 。

　 石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 平 成 二 十 五 年 七 月 三 日

 石 川 県 知 事 　 　 谷 　 　 本 　 　 正 　 　 憲 　

石 川 県 条 例 第 三 十 三 号

　 　 　 石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 石 川 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 石 川 県 条 例 第 二 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
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　 第 十 条 第 二 項 第 三 号 中 「 特 定 株 式 等 譲 渡 所 得 金 額 」 を 「 特 定 株 式 等 譲 渡 対 価 等 」 に 改 め る 。

　 第 二 十 八 条 第 二 項 中 「 第 七 十 二 条 の 二 十 八 第 二 項 」 の 下 に 「 又 は 法 第 七 十 二 条 の 二 十 九 第 二 項 」 を 加 え 、 「 。 以 下

本 項 及 び 第 六 十 条 第 一 項 第 二 号 に お い て 同 じ 」 を 削 り 、 同 項 第 一 号 中 「 法 人 税 法 第 七 十 五 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ

り 」 を 削 り 、 同 項 第 二 号 中 「 所 得 又 は 収 入 金 額 に 対 す る 事 業 税 」 を 「 事 業 税 の 額 」 に 改 め 、 「 法 第 七 十 二 条 の 二 十 五

第 三 項 の 規 定 に よ り 」 を 削 り 、 同 条 第 三 項 中 「 第 七 十 二 条 の 二 十 八 第 二 項 」 の 下 に 「 又 は 法 第 七 十 二 条 の 二 十 九 第 二

項 」 を 加 え 、 「 。 以 下 こ の 項 及 び 第 六 十 条 第 一 項 第 二 号 に お い て 同 じ 」 を 削 り 、 同 項 第 一 号 中 「 法 人 税 法 第 八 十 一 条

の 二 十 四 第 一 項 の 規 定 に よ り 」 を 削 り 、 同 項 第 二 号 中 「 所 得 又 は 収 入 金 額 に 対 す る 事 業 税 」 を 「 事 業 税 の 額 」 に 改 め 、

「 法 第 七 十 二 条 の 二 十 五 第 五 項 の 規 定 に よ り 」 を 削 り 、 同 条 第 四 項 中 「 第 五 十 三 条 第 二 十 七 項 及 び 第 二 十 八 項 」 を 「 第

五 十 三 条 第 二 十 二 項 及 び 第 二 十 三 項 」 に 、 「 、 第 五 項 若 し く は 第 二 十 四 項 」 を 「 若 し く は 第 十 九 項 」 に 改 め る 。

　 第 三 十 九 条 第 一 項 第 五 号 中 「 受 け る 者 」 を 「 受 け る 個 人 」 に 改 め 、 同 項 第 六 号 中 「 （ 所 得 税 法 （ 昭 和 四 十 年 法 律 第

三 十 三 号 ） 第 二 十 四 条 第 一 項 に 規 定 す る 配 当 等 で 租 税 特 別 措 置 法 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 第 九 条 の 三 各 号 に

掲 げ る も の を い う 。 第 五 款 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 削 り 、 同 項 第 七 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 七

 

　 特 定 株 式 等 譲 渡 対 価 等 の 支 払 を 受 け る 個 人 で 当 該 特 定 株 式 等 譲 渡 対 価 等 の 支 払 を 受 け る べ き 日 の 属 す る 年 の 一

月 一 日 現 在 に お い て 県 内 に 住 所 を 有 す る も の

　 第 四 十 条 第 二 項 中 「 そ れ ぞ れ 所 得 税 法 」 の 下 に 「 （ 昭 和 四 十 年 法 律 第 三 十 三 号 ） 」 を 加 え る 。

　 第 四 十 一 条 の 二 中 「 租 税 特 別 措 置 法 」 の 下 に 「 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 」 を 加 え る 。

　 第 四 十 三 条 中 「 第 四 項 」 を 「 第 五 項 」 に 改 め る 。

　 第 四 十 三 条 の 二 及 び 第 四 十 三 条 の 三 を 削 る 。

　 第 五 十 四 条 の 十 二 第 一 項 中 「 国 外 特 定 配 当 等 （ 租 税 特 別 措 置 法 第 八 条 の 三 第 二 項 に 規 定 す る 国 外 投 資 信 託 等 の 配 当

等 又 は 同 法 第 九 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 国 外 株 式 の 配 当 等 に 係 る も の を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 又 は 」 を 「 法 第

七 十 一 条 の 二 十 九 に 規 定 す る 国 外 特 定 配 当 等 （ 次 項 に お い て 「 国 外 特 定 配 当 等 」 と い う 。 ） 、 」 に 改 め 、 「 い う 。 ） 」 の 下

に 「 又 は 同 法 第 四 十 一 条 の 十 二 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 特 定 割 引 債 の 償 還 金 に 係 る 差 益 金 額 （ 次 項 に お い て 「 償 還 金 に

係 る 差 益 金 額 」 と い う 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 二 項 中 「 又 は 上 場 株 式 等 の 配 当 等 」 を 「 、 上 場 株 式 等 の 配 当 等 又 は 償 還 金

に 係 る 差 益 金 額 」 に 改 め る 。

　 第 五 十 四 条 の 十 五 第 二 項 を 削 る 。

　 第 五 十 四 条 の 十 八 第 一 項 中 「 当 該 選 択 口 座 に 係 る 特 定 口 座 内 保 管 上 場 株 式 等 の 譲 渡 の 対 価 又 は 当 該 選 択 口 座 に お い

て 処 理 さ れ た 上 場 株 式 等 の 信 用 取 引 等 に 係 る 差 金 決 済 に 係 る 差 益 に 相 当 す る 金 額 」 を 「 特 定 株 式 等 譲 渡 対 価 等 」 に 、「 当

該 譲 渡 の 対 価 又 は 当 該 差 金 決 済 に 係 る 差 益 に 相 当 す る 金 額 」 を 「 当 該 特 定 株 式 等 譲 渡 対 価 等 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 を

次 の よ う に 改 め る 。

２ 　 前 項 の 特 別 徴 収 義 務 者 は 、 特 定 株 式 等 譲 渡 対 価 等 の 支 払 を す る 際 、 株 式 等 譲 渡 所 得 割 を 徴 収 し な け れ ば な ら な い 。

第 五 十 四 条 の 十 九 第 二 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

２ 　 前 項 の 特 別 徴 収 義 務 者 は 、 租 税 特 別 措 置 法 第 三 十 七 条 の 十 一 の 四 第 三 項 に 規 定 す る 場 合 に は 、 そ の 都 度 、 同 項 に

規 定 す る 満 た な い 部 分 の 金 額 に 百 分 の 五 を 乗 じ て 計 算 し た 金 額 に 相 当 す る 株 式 等 譲 渡 所 得 割 を 還 付 し な け れ ば な ら

な い 。

　 第 六 十 八 条 第 九 項 中 「 （ 独 立 行 政 法 人 森 林 総 合 研 究 所 が 独 立 行 政 法 人 森 林 総 合 研 究 所 法 （ 平 成 十 一 年 法 律 第

百 九 十 八 号 ） 附 則 第 九 条 第 一 項 又 は 第 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 行 う 旧 独 立 行 政 法 人 緑 資 源 機 構 法 （ 平 成 十 四 年 法 律

第 百 三 十 号 ） 第 十 一 条 第 一 項 第 七 号 イ の 事 業 又 は 旧 農 用 地 整 備 公 団 法 （ 昭 和 四 十 九 年 法 律 第 四 十 三 号 ） 第 十 九 条 第 一

項 第 一 号 イ の 事 業 を 含 む 。 第 七 十 九 条 の 二 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 削 り 、 同 条 第 十 項 中 「 と し て 令 第 三 十 六 条 の 二 の 四 に

規 定 す る 日 」 を 「 （ 当 該 契 約 に 基 づ き 保 留 地 予 定 地 で あ る 土 地 に つ い て 使 用 し 、 又 は 収 益 す る こ と が で き る こ と と な

つ た 日 を い う 。 ） 」 に 改 め る 。

　 附 則 第 二 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

（ 延 滞 金 の 割 合 の 特 例 ）

第 二 条 　 当 分 の 間 、 第 二 十 八 条 （ 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 を 除 く 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に 規 定 す る 延 滞 金 の

年 十 四 ・ 六 パ ー セ ン ト の 割 合 及 び 年 七 ・ 三 パ ー セ ン ト の 割 合 は 、 同 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 各 年 の 特 例 基 準 割 合

（ 当 該 年 の 前 年 に 租 税 特 別 措 置 法 第 九 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 告 示 さ れ た 割 合 に 年 一 パ ー セ ン ト の 割 合 を 加 算 し

た 割 合 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） が 年 七 ・ 三 パ ー セ ン ト の 割 合 に 満 た な い 場 合 に は 、 そ の 年 （ 以 下 こ の

条 に お い て 「 特 例 基 準 割 合 適 用 年 」 と い う 。 ） 中 に お い て は 、 年 十 四 ・ 六 パ ー セ ン ト の 割 合 に あ つ て は 当 該 特 例 基

準 割 合 適 用 年 に お け る 特 例 基 準 割 合 に 年 七 ・ 三 パ ー セ ン ト の 割 合 を 加 算 し た 割 合 と し 、 年 七 ・ 三 パ ー セ ン ト の 割 合
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に あ つ て は 当 該 特 例 基 準 割 合 に 年 一 パ ー セ ン ト の 割 合 を 加 算 し た 割 合 （ 当 該 加 算 し た 割 合 が 年 七 ・ 三 パ ー セ ン ト の

割 合 を 超 え る 場 合 に は 、 年 七 ・ 三 パ ー セ ン ト の 割 合 ） と す る 。

２ 　 当 分 の 間 、 第 二 十 八 条 第 二 項 及 び 第 三 項 に 規 定 す る 延 滞 金 の 年 七 ・ 三 パ ー セ ン ト の 割 合 は 、 こ れ ら の 規 定 に か か

わ ら ず 、 特 例 基 準 割 合 適 用 年 中 に お い て は 、 当 該 特 例 基 準 割 合 適 用 年 に お け る 特 例 基 準 割 合 と す る 。

　 附 則 第 二 条 の 二 中 「 は 、 同 条 第 二 項 に 規 定 す る と こ ろ に よ り 、 」 を 「 に そ の 申 告 基 準 日 の 到 来 す る 県 民 税 又 は 事 業

税 に 係 る 」 に 、 「 前 条 」 を 「 前 条 第 二 項 」 に 、 「 日 本 銀 行 法 第 十 五 条 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に よ り 定 め ら れ る 商 業 手 形 の

基 準 割 引 率 の 引 上 げ に 応 じ 、 年 十 二 ・ 七 七 五 パ ー セ ン ト の 割 合 の 範 囲 内 で 定 め る 割 合 」 を 「 当 該 年 七 ・ 三 パ ー セ ン ト

の 割 合 と 当 該 申 告 基 準 日 に お け る 日 本 銀 行 法 （ 平 成 九 年 法 律 第 八 十 九 号 ） 第 十 五 条 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に よ り 定 め ら

れ る 商 業 手 形 の 基 準 割 引 率 の う ち 年 五 ・ 五 パ ー セ ン ト の 割 合 を 超 え る 部 分 の 割 合 を 年 〇 ・ 二 五 パ ー セ ン ト の 割 合 で 除

し て 得 た 数 を 年 〇 ・ 七 三 パ ー セ ン ト の 割 合 に 乗 じ て 計 算 し た 割 合 と を 合 計 し た 割 合 （ 当 該 合 計 し た 割 合 が 年 十 二 ・

七 七 五 パ ー セ ン ト の 割 合 を 超 え る 場 合 に は 、 年 十 二 ・ 七 七 五 パ ー セ ン ト の 割 合 ） 」 に 改 め る 。

　 附 則 第 二 条 の 三 第 一 項 中 「 第 九 項 」 を 「 第 十 項 」 に 改 め る 。

　 附 則 第 七 条 第 三 項 中 「 又 は 第 三 十 七 条 の 九 の 二 か ら 第 三 十 七 条 の 九 の 五 ま で 」 を 「 、 第 三 十 七 条 の 九 の 四 又 は 第

三 十 七 条 の 九 の 五 」 に 改 め る 。

　 附 則 第 八 条 の 二 の 見 出 し 中 「 配 当 所 得 」 を 「 配 当 所 得 等 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 中 「 及 び 次 項 」 及 び 「 お い て 、 当 該

上 場 株 式 等 の 配 当 等 の 支 払 を 受 け る べ き 年 の 翌 年 の 四 月 一 日 の 属 す る 年 度 分 の 県 民 税 に つ い て 当 該 上 場 株 式 等 の 配 当

等 に 係 る 配 当 所 得 に つ き こ の 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け よ う と す る 旨 の 記 載 の あ る 法 第 三 十 二 条 第 十 三 項 に 規 定 す る 申 告

書 を 提 出 し た と き 」 を 削 り 、「 は 、 当 該 上 場 株 式 等 の 配 当 等 に 係 る 」 の 下 に 「 利 子 所 得 及 び 」 を 加 え 、「 配 当 所 得 の 金 額 （ 以

下 こ の 項 に お い て 「 上 場 株 式 等 に 係 る 配 当 所 得 の 金 額 」 を 「 利 子 所 得 の 金 額 及 び 配 当 所 得 の 金 額 と し て 政 令 で 定 め る

と こ ろ に よ り 計 算 し た 金 額 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 上 場 株 式 等 に 係 る 配 当 所 得 等 の 金 額 」 に 、「 課 税 配 当 所 得 の 金 額 （ 上

場 株 式 等 に 係 る 配 当 所 得 の 金 額 」 を 「 課 税 配 当 所 得 等 の 金 額 （ 上 場 株 式 等 に 係 る 配 当 所 得 等 の 金 額 」 に 改 め 、 同 条 第

二 項 中 「 県 民 税 」 を 「 前 項 の 規 定 の う ち 、 租 税 特 別 措 置 法 第 八 条 の 四 第 二 項 に 規 定 す る 特 定 上 場 株 式 等 の 配 当 等 （ 以

下 こ の 項 に お い て 「 特 定 上 場 株 式 等 の 配 当 等 」 と い う 。 ） に 係 る 配 当 所 得 に 係 る 部 分 は 、 県 民 税 の 所 得 割 の 納 税 義 務

者 が 当 該 特 定 上 場 株 式 等 の 配 当 等 の 支 払 を 受 け る べ き 年 の 翌 年 の 四 月 一 日 の 属 す る 年 度 分 の 県 民 税 に つ い て 当 該 特 定

上 場 株 式 等 の 配 当 等 に 係 る 配 当 所 得 に つ き 前 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け よ う と す る 旨 の 記 載 の あ る 法 第 三 十 二 条 第 十 三 項

に 規 定 す る 申 告 書 を 提 出 し た 場 合 に 限 り 適 用 す る も の と し 、 県 民 税 」 に 、 「 上 場 株 式 等 の 配 当 等 」 を 「 特 定 上 場 株 式

等 の 配 当 等 」 に 改 め 、 「 の 金 額 」 を 削 る 。

　 附 則 第 九 条 の 二 の 見 出 し 中 「 株 式 等 」 を 「 一 般 株 式 等 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 中 「 株 式 等 」 を 「 一 般 株 式 等 」 に 、 「 当

該 株 式 等 」 を 「 当 該 一 般 株 式 等 」 に 改 め 、 「 当 該 県 民 税 の 所 得 割 の 納 税 義 務 者 が 特 定 株 式 等 譲 渡 所 得 金 額 に 係 る 所 得

を 有 す る 場 合 に は 、 当 該 特 定 株 式 等 譲 渡 所 得 金 額 に 係 る 所 得 の 金 額 （ 法 第 三 十 二 条 第 十 五 項 の 規 定 に よ り 同 条 第 十 四

項 の 規 定 の 適 用 を 受 け な い も の を 除 く 。 ） を 除 外 し て 算 定 す る も の と す る 。 」 を 削 り 、 「 附 則 第 三 十 五 条 の 二 第 五 項 第

三 号 」 を 「 附 則 第 三 十 五 条 の 二 第 四 項 第 三 号 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

２ 　 租 税 特 別 措 置 法 第 三 十 七 条 の 十 第 一 項 に 規 定 す る 一 般 株 式 等 を 有 す る 県 民 税 の 所 得 割 の 納 税 義 務 者 が 当 該 一 般 株

式 等 に つ き 交 付 を 受 け る 同 条 第 三 項 及 び 第 四 項 並 び に 同 法 第 三 十 七 条 の 十 四 の 三 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ り 所

得 税 法 及 び 租 税 特 別 措 置 法 第 二 章 の 規 定 の 適 用 上 同 法 第 三 十 七 条 の 十 第 三 項 及 び 第 四 項 並 び に 第 三 十 七 条 の 十 四 の

三 第 一 項 及 び 第 二 項 に 規 定 す る 一 般 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 に 係 る 収 入 金 額 と み な さ れ る 金 額 は 、 前 項 に 規 定 す る

一 般 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 に 係 る 収 入 金 額 と み な し て 、 県 民 税 に 関 す る 規 定 を 適 用 す る 。

　 附 則 第 九 条 の 二 第 三 項 を 削 り 、 同 条 第 四 項 中 「 前 二 項 」 を 「 前 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 三 項 と し 、 同 条 第 五 項 中 「 附

則 第 三 十 五 条 の 二 第 五 項 各 号 」 を 「 附 則 第 三 十 五 条 の 二 第 四 項 各 号 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 四 項 と す る 。

　 附 則 第 九 条 の 二 の 三 を 削 り 、 附 則 第 九 条 の 二 の 二 第 一 項 中 「 第 三 十 七 条 の 十 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 特 定 管 理 株 式 」

を 「 第 三 十 七 条 の 十 一 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 特 定 管 理 株 式 等 」 に 、 「 「 特 定 管 理 株 式 」 を 「 「 特 定 管 理 株 式 等 」 に 、 「 又

は 同 条 第 一 項 」 を 「 、 同 項 」 に 、 「 が 株 式 」 を 「 又 は 同 項 に 規 定 す る 特 定 口 座 内 公 社 債 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 特 定

口 座 内 公 社 債 」 と い う 。 ） が 株 式 又 は 同 法 第 三 十 七 条 の 十 第 二 項 第 七 号 に 規 定 す る 公 社 債 」 に 、 「 同 条 第 一 項 各 号 」 を

「 同 法 第 三 十 七 条 の 十 一 の 二 第 一 項 各 号 」 に 、 「 当 該 特 定 管 理 株 式 又 は 特 定 保 有 株 式 の 譲 渡 （ 金 融 商 品 取 引 法 （ 昭 和

二 十 三 年 法 律 第 二 十 五 号 ） 第 二 十 八 条 第 八 項 第 三 号 イ に 掲 げ る 取 引 の 方 法 に よ り 行 う も の を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お い

て 同 じ 。 ） 」 を 「 当 該 特 定 管 理 株 式 等 、 特 定 保 有 株 式 又 は 特 定 口 座 内 公 社 債 の 譲 渡 」 に 、 「 当 該 特 定 管 理 株 式 又 は 特 定

保 有 株 式 の 譲 渡 を 」 を 「 附 則 第 九 条 の 二 の 四 第 二 項 に 規 定 す る 上 場 株 式 等 の 譲 渡 を 」 に 、 「 及 び 前 条 」 を 「 、 前 条 及

び 附 則 第 九 条 の 二 の 四 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 第 三 十 七 条 の 十 の 二 第 一 項 」 を 「 第 三 十 七 条 の 十 一 の 二 第 一 項 」 に 、
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「 特 定 管 理 株 式 」 を 「 特 定 管 理 株 式 等 」 に 、 「 こ れ に 類 す る も の と し て 令 附 則 第 十 八 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る も の を 含

む 」 を 「 同 法 第 三 十 七 条 の 十 一 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 譲 渡 を い う 」 に 、「 当 該 特 定 管 理 株 式 」 を 「 当 該 特 定 管 理 株 式 等 」

に 改 め 、 同 条 を 第 九 条 の 二 の 三 と し 、 第 九 条 の 二 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 に 係 る 県 民 税 の 課 税 の 特 例 ）

第 九 条 の 二 の 二 　 知 事 は 、 当 分 の 間 、 県 民 税 の 所 得 割 の 納 税 義 務 者 が 前 年 中 に 租 税 特 別 措 置 法 第 三 十 七 条 の 十 一 第 一

項 に 規 定 す る 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 を 有 す る 場 合 に は 、 当 該 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 に つ い て は 、 第

四 十 条 及 び 第 四 十 一 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 他 の 所 得 と 区 分 し 、 前 年 中 の 当 該 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 の 金 額

と し て 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 計 算 し た 金 額 （ 当 該 県 民 税 の 所 得 割 の 納 税 義 務 者 が 特 定 株 式 等 譲 渡 所 得 金 額 に 係

る 所 得 を 有 す る 場 合 に は 、 当 該 特 定 株 式 等 譲 渡 所 得 金 額 に 係 る 所 得 の 金 額 （ 法 第 三 十 二 条 第 十 五 項 の 規 定 に よ り 同

条 第 十 四 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け な い も の を 除 く 。 ） を 除 外 し て 算 定 す る も の と す る 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 上 場 株

式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 の 金 額 」 と い う 。 ） に 対 し 、 上 場 株 式 等 に 係 る 課 税 譲 渡 所 得 等 の 金 額 （ 上 場 株 式 等 に 係 る 譲

渡 所 得 等 の 金 額 （ 法 附 則 第 三 十 五 条 の 二 の 二 第 四 項 に お い て 準 用 す る 法 附 則 第 三 十 五 条 の 二 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 法 第 三 十 四 条 の 規 定 の 適 用 が あ る 場 合 に は 、 そ の 適 用 後 の 金 額 ） を い う 。 ） の 百 分 の 二

に 相 当 す る 金 額 に 相 当 す る 県 民 税 の 所 得 割 を 課 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 の 金 額 の 計

算 上 生 じ た 損 失 の 金 額 が あ る と き は 、 県 民 税 に 関 す る 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 損 失 の 金 額 は 生 じ な か つ た も の

と み な す 。

２ 　 租 税 特 別 措 置 法 第 三 十 七 条 の 十 一 第 二 項 に 規 定 す る 上 場 株 式 等 （ 次 条 に お い て 「 上 場 株 式 等 」 と い う 。 ） を 有 す

る 県 民 税 の 所 得 割 の 納 税 義 務 者 が 当 該 上 場 株 式 等 に つ き 交 付 を 受 け る 同 法 第 四 条 の 四 第 三 項 、 第 三 十 七 条 の 十 一 第

三 項 及 び 第 四 項 並 び に 第 三 十 七 条 の 十 四 の 三 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ り 所 得 税 法 及 び 租 税 特 別 措 置 法 第 二 章 の

規 定 の 適 用 上 同 法 第 四 条 の 四 第 三 項 、 第 三 十 七 条 の 十 一 第 三 項 及 び 第 四 項 並 び に 第 三 十 七 条 の 十 四 の 三 第 一 項 及 び

第 二 項 に 規 定 す る 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 に 係 る 収 入 金 額 と み な さ れ る 金 額 は 、 前 項 に 規 定 す る 上 場 株 式 等 に

係 る 譲 渡 所 得 等 に 係 る 収 入 金 額 と み な し て 、 県 民 税 に 関 す る 規 定 を 適 用 す る 。

　 附 則 第 九 条 の 二 の 三 の 二 第 一 項 中 「 こ の 条 」 を 「 こ の 項 」 に 改 め 、「 当 該 源 泉 徴 収 選 択 口 座 内 配 当 等 に 係 る 」 の 下 に 「 利

子 所 得 の 金 額 及 び 」 を 、「 以 外 の 」 の 下 に 「 利 子 等 （ 所 得 税 法 第 二 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 利 子 等 を い う 。 ） 及 び 」 を 、「 ）

に 係 る 」 の 下 に 「 利 子 所 得 の 金 額 及 び 」 を 加 え 、 同 条 第 二 項 中 「 源 泉 徴 収 選 択 口 座 内 配 当 等 」 を 「 同 法 第 三 十 七 条 の

十 一 の 六 第 一 項 に 規 定 す る 源 泉 徴 収 選 択 口 座 内 配 当 等 」 に 、 「 同 条 第 二 項 」 を 「 第 五 十 四 条 の 十 二 第 二 項 」 に 改 め る 。

　 第 九 条 の 二 の 四 第 一 項 中 「 平 成 二 十 二 年 度 分 」 を 「 平 成 二 十 九 年 度 分 」 に 、 「 附 則 第 九 条 の 二 第 一 項 後 段 」 を 「 附

則 第 九 条 の 二 の 二 第 一 項 後 段 」 に 、 「 配 当 所 得 」 を 「 配 当 所 得 等 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 第 三 十 七 条 の 十 一 の 三 第

二 項 に 規 定 す る 上 場 株 式 等 の 譲 渡 の う ち 同 法 」 を 削 り 、 「 附 則 第 九 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 株 式 等 」 を 「 附 則 第 九 条

の 二 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 上 場 株 式 等 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 配 当 所 得 の 」 を 「 計 算 し た 」 に 改 め 、「 以 下 」 を 削 り 、

同 条 第 四 項 中 「 附 則 第 九 条 の 二 第 一 項 後 段 」 を 「 附 則 第 九 条 の 二 の 二 第 一 項 後 段 」 に 、「 附 則 第 九 条 の 二 第 一 項 」 を 「 附

則 第 九 条 の 二 の 二 第 一 項 」 に 、「 株 式 等 」 を 「 上 場 株 式 等 」 に 、「 配 当 所 得 」 を 「 配 当 所 得 等 」 に 、「 当 該 株 式 等 」 を 「 当

該 上 場 株 式 等 」 に 改 め 、 同 条 第 五 項 中 「 附 則 第 九 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 株 式 等 」 を 「 附 則 第 九 条 の 二 の 二 第 一 項 に

規 定 す る 上 場 株 式 等 」 に 改 め 、 同 条 第 六 項 中 「 附 則 第 九 条 の 二 第 一 項 か ら 第 四 項 ま で 」 を 「 附 則 第 九 条 の 二 の 二 第 一

項 及 び 第 二 項 」 に 、 「 配 当 所 得 の 」 を 「 計 算 し た 」 に 改 め 、 「 以 下 」 を 削 り 、 「 附 則 第 九 条 の 二 第 一 項 中 」 を 「 附 則 第

九 条 の 二 の 二 第 一 項 中 」 に 改 め る 。

　 附 則 第 十 八 条 中 「 平 成 二 十 五 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 二 十 八 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

（ 施 行 期 日 等 ）

１ 　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

　 一

 

　 附 則 第 二 条 、 第 二 条 の 二 、 第 二 条 の 三 第 一 項 及 び 第 七 条 第 三 項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 三 項 及 び 第 四 項 の 規 定

　 平 成 二 十 六 年 一 月 一 日

　 二

 

　 第 十 条 、 第 三 十 九 条 第 一 項 第 五 号 か ら 第 七 号 ま で 、 第 四 十 条 第 二 項 、 第 四 十 一 条 の 二 及 び 第 五 十 四 条 の 十 二 の

改 正 規 定 、 第 五 十 四 条 の 十 五 第 二 項 を 削 る 改 正 規 定 、 第 五 十 四 条 の 十 八 、 第 五 十 四 条 の 十 九 第 二 項 及 び 附 則 第 九

条 の 二 の 三 の 二 第 二 項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 五 項 か ら 第 七 項 ま で の 規 定 　 平 成 二 十 八 年 一 月 一 日

　 三

 

　 附 則 第 八 条 の 二 及 び 第 九 条 の 二 の 改 正 規 定 、 附 則 第 九 条 の 二 の 三 を 削 る 改 正 規 定 、 附 則 第 九 条 の 二 の 二 の 改 正

規 定 、 同 条 を 附 則 第 九 条 の 二 の 三 と し 、 附 則 第 九 条 の 二 の 次 に 一 条 を 加 え る 改 正 規 定 、 附 則 第 九 条 の 二 の 三 の 二

第 一 項 及 び 第 九 条 の 二 の 四 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 八 項 の 規 定 　 平 成 二 十 九 年 一 月 一 日
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２ 　 改 正 後 の 第 六 十 八 条 第 九 項 及 び 附 則 第 十 八 条 の 規 定 は 、 平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

（ 延 滞 金 に 関 す る 経 過 措 置 ）

３ 　 改 正 後 の 附 則 第 二 条 の 規 定 は 、 延 滞 金 の う ち 平 成 二 十 六 年 一 月 一 日 以 後 の 期 間 に 対 応 す る も の に つ い て 適 用 し 、

同 日 前 の 期 間 に 対 応 す る も の に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 県 民 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）

４ 　 改 正 後 の 附 則 第 二 条 の 三 第 一 項 の 規 定 は 、 平 成 二 十 六 年 度 以 後 の 年 度 分 の 個 人 の 県 民 税 に つ い て 適 用 し 、 平 成

二 十 五 年 度 分 ま で の 個 人 の 県 民 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

５ 　 附 則 第 一 項 第 二 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 後 の 石 川 県 税 条 例 （ 以 下 「 二 十 八 年 新 条 例 」 と い う 。 ） の 規 定 中 地 方

税 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 三 号 。 以 下 「 改 正 法 」 と い う 。 ） 附 則 第 一 条 第 三 号 に 掲 げ る 規 定

に よ る 改 正 後 の 地 方 税 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 二 十 六 号 。 以 下 「 二 十 八 年 新 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 三 条 第 一 項

第 十 四 号 に 規 定 す る 利 子 等 に 係 る 県 民 税 に 関 す る 部 分 は 、 平 成 二 十 八 年 一 月 一 日 以 後 に 支 払 を 受 け る べ き 同 号 に 規

定 す る 利 子 等 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 支 払 を 受 け る べ き 改 正 法 附 則 第 一 条 第 三 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 前 の 地

方 税 法 （ 以 下 「 二 十 八 年 旧 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 三 条 第 一 項 第 十 四 号 に 規 定 す る 利 子 等 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例

に よ る 。

６ 　 二 十 八 年 新 条 例 の 規 定 中 二 十 八 年 新 法 第 二 十 三 条 第 一 項 第 十 五 号 に 規 定 す る 特 定 配 当 等 に 係 る 県 民 税 に 関 す る 部

分 は 、 平 成 二 十 八 年 一 月 一 日 以 後 に 支 払 を 受 け る べ き 同 号 に 規 定 す る 特 定 配 当 等 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 支 払 を

受 け る べ き 二 十 八 年 旧 法 第 二 十 三 条 第 一 項 第 十 五 号 に 規 定 す る 特 定 配 当 等 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

７ 　 二 十 八 年 新 条 例 の 規 定 中 二 十 八 年 新 法 第 二 十 三 条 第 一 項 第 十 七 号 に 規 定 す る 特 定 株 式 等 譲 渡 所 得 金 額 に 係 る 県 民

税 に 関 す る 部 分 は 、 平 成 二 十 八 年 一 月 一 日 以 後 に 行 わ れ る 同 項 第 十 六 号 に 規 定 す る 特 定 口 座 内 保 管 上 場 株 式 等 の 譲

渡 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 行 わ れ た 二 十 八 年 旧 法 第 二 十 四 条 第 一 項 第 七 号 に 規 定 す る 特 定 口 座 内 保 管 上 場 株 式 等

の 譲 渡 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

８ 　 附 則 第 一 項 第 三 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 後 の 石 川 県 税 条 例 の 規 定 中 個 人 の 県 民 税 に 関 す る 部 分 は 、 平 成 二 十 九

年 度 以 後 の 年 度 分 の 個 人 の 県 民 税 に つ い て 適 用 し 、 平 成 二 十 八 年 度 分 ま で の 個 人 の 県 民 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の

例 に よ る 。

　 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 平 成 二 十 五 年 七 月 三 日

 石 川 県 知 事 　 　 谷 　 　 本 　 　 正 　 　 憲 　

石 川 県 条 例 第 三 十 四 号

　 　 　 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 　 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 一 年 石 川 県 条 例 第 五 十 一 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 一 条 中 「 条 例 は 」 の 下 に 「 、 地 方 税 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 二 十 六 号 ） 第 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 」 を 加 え る 。

　

 

　 第 二 条 中 「 事 業 用 設 備 （ 一 の 生 産 設 備 （ ガ ス の 製 造 又 は 発 電 に 係 る 設 備 を 含 む 。 ） で こ れ を 構 成 す る 減 価 償 却 資

産 （ 法 人 税 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 年 政 令 第 九 十 七 号 ） 第 十 三 条 第 一 号 か ら 第 七 号 ま で に 掲 げ る も の に 限 る 。 以 下 同 じ 。 ）

の 取 得 価 額 の 合 計 額 が 二 千 七 百 万 円 を 超 え る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） で 、 こ れ を 構 成 す る 減 価 償 却 資 産 の う ち に

租 税 特 別 措 置 法 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 一 項 の 表 の 第 一 号 又 は 第 四 十 五 条 第 一 項 の 表 の 第 一 号

の 規 定 の 適 用 を 受 け る 設 備 （ 以 下 「 特 別 償 却 設 備 」 と い う 。 ） を 含 む も の を 昭 和 六 十 一 年 六 月 二 十 七 日 以 後 に お い

て 」 を 「 租 税 特 別 措 置 法 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 三 項 の 表 の 第 一 号 又 は 第 四 十 五 条 第 二 項 の 表

の 第 一 号 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 設 備 （ 前 条 に 掲 げ る 事 業 の 用 に 供 す る も の に 限 る 。 ） で あ つ て 、 取 得 価 額 の 合 計 額

が 五 百 万 円 （ 資 本 金 の 額 又 は 出 資 金 の 額 （ 以 下 「 資 本 金 の 額 等 」 と い う 。 ） が 千 万 円 超 五 千 万 円 以 下 で あ る 法 人 に

あ つ て は 千 万 円 と し 、 資 本 金 の 額 等 が 五 千 万 円 超 で あ る 法 人 に あ つ て は 二 千 万 円 と す る 。 ） 以 上 の も の （ 以 下 「 特

別 償 却 設 備 」 と い う 。 ） を 昭 和 六 十 一 年 六 月 二 十 七 日 か ら 平 成 二 十 七 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 」 に 、「 同 条 」 を 「 こ

れ ら の 規 定 」 に 改 め る 。

　

 

　 第 三 条 中 「 昭 和 六 十 一 年 六 月 二 十 七 日 以 後 の 取 得 に 限 り 、 か つ 、 土 地 の 取 得 に つ い て は 、 」 、「 当 該 土 地 の 」 及 び 「 並

び に 石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 石 川 県 条 例 第 二 十 二 号 ） 附 則 第 四 項 」 を 削 る 。

　 　 第 四 条 中 「 （ 昭 和 六 十 一 年 六 月 二 十 七 日 以 後 に お い て 取 得 し た も の に 限 る 。 ） 」 を 削 り 、「 市 町 村 」 を 「 市 町 」 に 改 め る 。
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（ 過 疎 地 域 自 立 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 　 過 疎 地 域 自 立 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 二 年 石 川 県 条 例 第 三 十 六 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 二 条 第 一 項 中 「 平 成 二 十 五 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 二 十 七 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。

（ 原 子 力 発 電 施 設 等 立 地 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 　 原 子 力 発 電 施 設 等 立 地 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 五 年 石 川 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　 第 二 条 中 「 平 成 二 十 五 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 二 十 七 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め 、 同 条 第 二 号 中 「 建 物 」 を 「 家

屋 」 に 改 め 、「 並 び に 石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 石 川 県 条 例 第 二 十 二 号 ） 附 則 第 四 項 」 を 削 り 、

同 条 第 三 号 中 「 市 町 村 」 を 「 市 町 」 に 改 め る 。

（ 産 業 集 積 の 形 成 及 び 活 性 化 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 　 産 業 集 積 の 形 成 及 び 活 性 化 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 年 石 川 県 条 例 第 二 十 七 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 二 条 中 「 平 成 二 十 一 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 二 十 六 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

１ 　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特

例 に 関 す る 条 例 、 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 過 疎 地 域 自 立 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第 二 条 、

第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 原 子 力 発 電 施 設 等 立 地 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第 二 条 及 び 第 四 条

の 規 定 に よ る 改 正 後 の 産 業 集 積 の 形 成 及 び 活 性 化 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第 二 条 の 規 定 は 、 平 成

二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

２ 　 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 規 定 は 、 平 成

二 十 五 年 四 月 一 日 以 後 に 同 条 例 第 二 条 に 規 定 す る 特 別 償 却 設 備 を 新 設 し 、 又 は 増 設 す る 者 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前

に 改 正 前 の 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第 二 条 に 規 定 す る 特 別 償 却 設 備 を 新 設

し 、 又 は 増 設 し た 者 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。
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